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令和 6 年度収支決算
（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

科　　　　目 金　額
 1 会費収入 4,391
 2 補助金等収入 17,720
 3 負担金収入 0
 4 寄付金収入 200
 5 雑収入 78

収　入　計 22,389
 1 事業費支出 8,424
　（1）健康づくり（スポーツ等競技会） 2,066
　（2）生きがいと創造事業（事務費、研修費） 4,509
　（3） 研修会・広報支援事業 1,849
 2 管理費支出 ( 総会、理事会、全老連会議等 ) 3,420
 3 人件費支出 13,337

支　出　計 25,181
当期収支差額 △ 2,792
当期経常外収益増減 5
当期一般正味財産増減額 △ 2,787
期首残高（前年度末繰越金） 41,050
期末残高（当年度末繰越金） 38,263

（単位：千円）

第 43 回定時総会および第 83 回臨時理事会を開催

令和 7 年度 新規結成クラブ（4 クラブ）令和 7 年度 新規結成クラブ（4 クラブ）

■ 従前から地域の高齢者グループとして活動していたが、新規結成時
の会員数の条件である３０名に達していなかったため、地元の各
町内会へ会員募集のチラシを配付して会員増強を図り、新規結成に
至った。

■ 町内で高齢者が増え、既存の単位クラブでは、地域の高齢者の日常
に目が行き届かなくなり、不便を感じていた。そのため、新規でもう
１クラブを結成。結果、日帰り旅行やカラオケ大会などを通じて、会
員間の交流がすすみ、配慮が行き届くようになった。

■ 後継者不足で休会していたが、校区老連会長のサポートもあり、役
員の成り手が見つかったため、結成につながった。

■ もともと地域の６０歳以上が集まってサロンを開いていたが、新型
コロナウイルス感染症のため活動を中断していた。その頃、「老人ク
ラブを立ち上げて、旅行やグラウンド・ゴルフなど楽しく活動して
いる」と、他クラブの会長から教えてもらい、結成に至った。

【結成の経緯（事例）】

区 クラブ名

小倉北

大手町紫川シニアクラブ

高坊第２高寿会

東町なごみ会

八幡西 おひらき寿会
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令和 7 年度 市老連行事予定表（令和7年7月１日現在）

※会議・行事は変更になる場合があります。

月 日・曜日 事　　　項 場　所

4
4( 金 ) 第1回常任理事会 ウェルとばた

24( 木 ) 第32回監事会 ウェルとばた
30( 水 ) 第2回常任理事会 ウェルとばた

5
12( 月 ) 第82回理事会 ウェルとばた

26( 月 )
第43回定時総会

ウェルとばた
第83回臨時理事会

6
2( 月 ) 第3回常任理事会 ウェルとばた

18( 水 ) 全老連 第1回評議員会 東京都
第1回女性部会 ウェルとばた

7

1( 火 ) 第4回常任理事会 ウェルとばた
30( 水 ) 全老連 都道府県・指定都市老連事務局長会議 東京都

第1回友愛・奉仕部会 ウェルとばた
第1回健康部会 ウェルとばた

8
1( 金 ) 第5回常任理事会 ウェルとばた

21( 木 ) ～ 22( 金 ) 九州ブロック　事務局長会議 熊本県
29( 金 ) 全老連 活動推進員等職員セミナー 東京都

9

1( 月 ) 第6回常任理事会 ウェルとばた
15( 月 ) ～ 21( 日 )「老人の日・老人週間」 全市

20(土) 全国一斉「社会奉仕の日」 全市
第2回女性部会 ウェルとばた
第2回健康部会 ウェルとばた
区老連事務局長会議 ウェルとばた
単位老人クラブ新任会長研修会 ウェルとばた

10

1( 水 ) 第7回 常任理事会 ウェルとばた
22( 水 ) 第33回市老連グラウンド・ゴルフ大会 穴生ドーム

18( 土 ) ～ 21( 火 ) 第37回全国健康福祉祭ぎふ大会 岐阜県
女性リーダー研修会(友愛活動研修会) ウェルとばた
第2回友愛・奉仕部会 ウェルとばた
第3回健康部会 ウェルとばた

11

4( 火 ) 第8回常任理事会 ウェルとばた
5( 水 ) ～ 6( 木 ) 第54回全国老人クラブ大会 茨城県
27(木)～28(金) 九州ブロック　リーダー研修会 沖縄県

第4回健康部会 ウェルとばた

12

1( 月 ) 第9回常任理事会 ウェルとばた
1(月)～2(火) 全老連高齢者の健康づくり・生活支援セミナー 東京都

10( 水 ) 第36回北九州市シルバーペタンク大会 穴生ドーム
区老連事務局職員業務連絡会 ウェルとばた

1
9( 金 ) 第10回常任理事会 ウェルとばた

第3回女性部会 ウェルとばた

2

2(月) 第11回常任理事会 ウェルとばた
4( 水 ) ～ 5( 木 ) 全老連都道府県・指定都市老連代表者会議 東京都

第5回健康部会 ウェルとばた
第54回年長者王将・名人戦 ウェルとばた

3

2(月) 第12回常任理事会 ウェルとばた
12(木) 全老連 第2回評議員会 東京都

第 3 回友愛・奉仕部会 ウェルとばた
理事会 ウェルとばた
理事研修 ウェルとばた

◆メインテーマ

「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

１  老人クラブ「会員増強運動」の推進
【事業の重点項目】

２  健康寿命の延伸と地域支えあい活動の推進

　◆ 健康活動

　　  （健康づくり・介護予防活動）

　◆ 友愛活動

　　  （高齢者が相互に支えあう活動）

　◆ 奉仕活動

　　  （ボランティア活動）

３  リーダーや後継者の育成と

　 組織活動の充実・強化

　◆  研修の充実によるリーダー等の人材育成

　◆  女性会員の参加促進の支援

　◆  老人クラブ組織間の連携促進

◆  新規会員加入促進の取り組み

◆  後継者の確保と単位クラブの育成支援

◆  会員募集に関する広報・啓発の取り組み

（抜　粋）
令和 7 年度  事業計画

北九州モノレール駅で北九州モノレール駅で
会員募集ポスターの掲示会員募集ポスターの掲示

市老連ペタンク大会市老連ペタンク大会

女性リーダー研修会女性リーダー研修会
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区 校（地）区数 クラブ数 クラブ数
前年度比較

会員数 会員数
前年度比較男 女 計

門　司 16 50 ▲ 1 537 1,034 1,571 ▲ 61

小倉北 24 199 ▲ 11 2,431 4,501 6,932 ▲ 496

小倉南 24 204 ▲ 9 3,294 4,742 8,036 ▲ 422

若　松 13 36 ▲ 2 470 914 1,384 ▲ 99

八幡東 15 74 ▲ 5 777 1,414 2,191 ▲ 282

八幡西 23 166 ▲ 8 2,263 3,644 5,907 ▲ 449

戸　畑 15 68 0 738 1,449 2,187 ▲ 36

米町 SC 1 3 3 38 68 106 106

計 131 800 ▲ 33 10,548 17,766 28,314 ▲ 1,739

令和 7 年度会員の状況（4 月 1 日現在）

科　　　　目 金　額

 1 会費収入 4,404

 2 補助金等収入 18,601

 3 負担金収入 0

 4 寄付金収入 160

 5 雑収入 123

収　入　計 23,288

 1 事業費支出 8,896

　（1）健康づくり（スポーツ等競技会） 2,154

　（2） 生きがいと創造事業（事務費、研修費） 4,945

　（3）  研修会・広報支援事業 1,797

 2 管理費支出 ( 総会、理事会、全老連会議等 ) 3,253

 3 人件費支出 13,216

支　出　計 25,365

当期収支差額 △ 2,077

（単位：千円）

令和 7 年度収支予算
（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日）

正会員名 代表者名

米町校区老人クラブ連合会 山田　 初男

◆　校（地）区老人クラブ連合会
新正会員のご紹介【敬称略】

　令和７年度役員一斉改選年にあたり、第 43 回定時総会および第 83 回

臨時理事会において、次の皆さまが新たに役員に就任されました。

新役員のご紹介 【敬称略】

役　職 氏 名 所属等

会　長 髙橋　 悦子 八幡西区

副会長

中嶋　 睦夫 若松区

山本 ミチ子 門司区

近藤 栄之進 門司区

常任理事

丹波地 憲子 小倉北区

畑　　　 厚 小倉南区

野口　 國治 八幡東区

山中　    稔 戸畑区

理　事

澤井　 克史 門司区

小松　    惠

小倉北区和田　 修一

佐々木 光代

新山　 政夫

小倉南区永田　 武司

鶴田 ヱミ子

役　職 氏 名 所属等

理　事

髙橋　 晴彦
若松区

渡邉　 清子

山下　 清明
八幡東区

谷岡 勢津子

片山　 雅文

八幡西区稲尾　    修

中山　 尚子

森満　 広己
戸畑区

大玉　 政子

東郷　幸代 市長寿推進部長

磯部 伊佐子 市社協常務理事

常任理事 古澤　 　玲 市老連事務局長

監　事
秦　    君子 若松区

小野 　   彰 八幡東区
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輝く人 輝く人 〜素敵な高齢期を〜 若松区編〜素敵な高齢期を〜 若松区編
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　マンションや公団などの集合住宅には、老若男女様々な人が住んでいますが、市内では、集合住宅に居住するアクティ　マンションや公団などの集合住宅には、老若男女様々な人が住んでいますが、市内では、集合住宅に居住するアクティ
ブなシニア世代が集まり、老人クラブを結成しています。ブなシニア世代が集まり、老人クラブを結成しています。
　自身の健康維持や趣味のサークル、見守りが必要な方への声掛けなど、様々な活動を通して顔見知りの輪が広がり、居　自身の健康維持や趣味のサークル、見守りが必要な方への声掛けなど、様々な活動を通して顔見知りの輪が広がり、居
住者同士の親しみが増しているようです。そして、それらの活動を通して、住み慣れた地域での「安心・安全な暮らし」住者同士の親しみが増しているようです。そして、それらの活動を通して、住み慣れた地域での「安心・安全な暮らし」
につながっています。につながっています。

集合住宅で老人クラブをつくろう集合住宅で老人クラブをつくろう
～「住み慣れた場所で安心して暮らしたい」共助の精神で老人クラブを発足～～「住み慣れた場所で安心して暮らしたい」共助の精神で老人クラブを発足～

◆結成のきっかけ

　結成は平成 8 年 4 月で、今年で 29 年目を迎えます。結成の経緯は、マンションの住民か

ら要望が上がり、クラブが出来たそうです。わたしは 2 年ほど前にクラブに入会しましたが、

入会当初は新型コロナウイルス感染症の影響で、活動が出来ませんでした。活動を再開する

と、前任の会長が体調不良となり、会長の役がまわってきました。

　主な活動は、週に数回実施する卓球に加え、年 2 回の日帰り旅行や茶話会、西小倉校区

老連主催のグラウンド・ゴルフ大会やカラオケ大会への参加、児童の登下校時の見守り、

まちなかクリーン作戦への協力などがあり、大変活発なクラブです。

　なかでも、ニュースポーツのひとつである「五目お手玉」は、クラブで講習会を開催し、

勉強したおかげで、小倉北区老連主催の大会で、わたしたちのクラブが所属する西小倉校区老連が優勝しました。

◆濃密な人間関係が作れる

　マンションなどの集合住宅単位で、老人クラブ活動を行うメリットは、コミュニケーションが取りやすく、人

間関係が密になることに尽きると思います。卓球などのスポーツや役員会議など、年間を通じた様々な活動は、

マンションの集会所で行うことが多いので、みなさんで互いに声を掛け合い、参加しやすいようです。

　また、このマンションには管理組合はもちろん、マンション単位の町内会、高齢の方の見守りを行う、サンシティ

ボランティアクラブなども組織されており、住民活動が盛んで、そのことも老人クラブが組織され活動する土台

となっていると思います。

◆孤独・孤立化を防ぐ、若い世代にもアピール

　活動をすすめる中での課題は、会員の減少や役員の成り手不足ですね。約 250 世帯が入っているマンション

ですが、空き室も出てきて、全体の住民数が減少しています。わたしたちのクラブも、少しでも会員減少を防ぐ

ため、会員募集のチラシを作成、配布しています。

　これからも、会員同士で協力しながら活動を続け、若い世代に向けても、わたしたちの活動をアピールするこ

とで賛同者を増やし、クラブの目標である「住民の孤独・孤立化を防ぐ」「健康寿命を延ばす」活動につなげて

いきたいです。

小倉北区小倉北区
西小倉校区　サンシティクラブ

（会長　山口　文明　　会員数 32名）

山口会長山口会長 清水副会長清水副会長



◆結成のきっかけ

　平成 15 年に小松福寿会が立ち上がる前に、この地域に単位クラブはあったのですが、

会長が不在となり、休会していました。しかし、地域の住民間で老人クラブの必要性を

感じ、賛同者が集まって創立実行委員会を立ち上げ、１年間をかけて準備しました。今

年で、創立 22 年目を迎え、会員は現在 70 名を超えています。

　年間を通じて様々な活動をしていますが、会員に参加の声掛けをすると、多くの人が

集まってくれます。また、自治区内に公団の集会所があるので、会場の確保にも困りません。日ごろから親

しみ慣れている場所にあるので、みなさん参加しやすいようです。

◆様々なジャンルの同好会

　小松福寿会では、会員たちの希望のもと、自主的に立ち上がった 8 つの同好会があります。これらの同

好会は、老人クラブの会員なら、どなたでも参加できます。いつもわたしたちが楽しく活動をしているとこ

ろをご覧になったのか、「同好会に参加したいから、老人クラブに入りたい」と言って、会員になる方も多

いですよ。楽しく活動している姿を見せることで、老人クラブの PR に繋がっています。

　参加者は、80 代が多いです。週 3 回開催している、いきいき健康体操クラブには、とてもお元気な 88

才の女性が来られています。会員の最高齢は、98 才。グラウンド・ゴルフや健康マージャン、太極拳など

に積極的に参加されていて、こちらも元気をもらえます。

　また、わたしたちのクラブでは、健康づくり以外にも、障がい者施設や児童館などに、雑巾を寄付する活

動をボランティアで行っています。1 世帯につき、1 枚以上の雑巾の寄付を募ると、150 枚以上集まるんで

すよ。施設の利用者の方たちから大変喜ばれていて、寄付は 20 年以上続いています。

◆仲間づくりを通じて生活を豊かに

　会員の高齢化が進んでいますが、今年度に入り、うれしいことがありました。60 代のご夫婦の奥様が、

先に老人クラブに興味を持って入会、そのあと、ご主人も入会されました。いまではそれぞれが、フラダン

ス、グラウンド・ゴルフに参加し、元気にからだを動かして老人クラブ活動を楽しんでおられます。

　若い世代の方たちにも入会してほしいので、定期的に会員募集のチラシを作成し、老人クラブの PR に努

めています。これからも、互いに協力し見守り合いながら、楽しく活動を続けていきたいですね。

八幡西区八幡西区 浅川第二地区　小松福寿会
（会長　住川　修造　　会員数　71名）

同好会名
1 グラウンド・ゴルフ同好会
2 歩こう会
3 カラオケ
4 いきいき体操健康クラブ
5 フラダンスクラブ
6 健康太極拳クラブ
7 麻雀クラブ
8 ひまわりクラブ

・会員であれば、どなたでも参加・会員であれば、どなたでも参加可可
・活動は、週１回～・活動は、週１回～
・参加無料・参加無料

糸長前会長糸長前会長 小林事務局長小林事務局長
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生きがいと創造の事業
会員の健康と笑顔につながっています

み
ん
な
が
喜
ぶ

 

多
く
の
友
愛
活
動
事
業
を
実
施

戸
畑
区　

大
谷
第
一　

林　

誠
司

【地区老連の概要】
クラブ数
4クラブ

（うち本事業実施
4クラブ）
会員数　128名
　　男性  35名
  　　女性  93名
平均年齢81.6歳

ク

会

年

　

大
谷
第
一
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、高
齢
者
の
自
宅
で
の

閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た
め
に
、一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
友
愛

訪
問
対
象
者
を
含
め
た
地
域
の
高

齢
者
の
健
康
維
持
や
、ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
と
友
好
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、懇
親
会
や
気
軽
に

参
加
で
き
る
講
座
な
ど
変
化
に
富

ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、①
自
宅
で
出
来

る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
②
転
倒
予
防

の
食
生
活
③
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
（
6
年
度
は
、
囲
碁
ボ
ー

ル
を
実
施
）④
健
康
講
話
「
あ
な

た
の
足
は
大
丈
夫
？
」（
市
民
セ

ン
タ
ー
講
座
と
共
催
）⑤
し
め
縄

づ
く
り
教
室
⑥
小
倉
織
で
ス
ト

ラ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
、参
加
す
る

方
が
飽
き
な
い
よ
う
、多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、デ
ィ

ス
コ
ン
競
技
を
毎
月
実
施
。ま
た
、

７
月
に
は
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
一
緒
に
輪
投
げ
大
会
を
し
、

友
好
の
輪
を
広
げ
、健
康
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、し
め
縄
と
ス
ト
ラ
ッ
プ

づ
く
り
は
、手
先
を
動
か
す
た
め

脳
の
活
性
化
に
良
い
と
参
加
者
か

ら
好
評
で
す
。な
か
で
も
、し
め
縄

飾
り
づ
く
り
は
毎
年
実
施
し
て
お

り
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
飾
り
付

け
を
工
夫
し
、
完

成
後
は
互
い
の
作

品
に
つ
い
て
、
楽

し
く
感
想
を
言
い

合
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
老
連
で

は
、
友
愛
訪
問
活

動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。年
2
回
、大
谷

　この事業は、高齢者の孤立防止や閉じこもり予防を目

的に、校 ( 地 ) 区老連が主体となって、友愛訪問をはじめ、

ふれあい交流会や施設訪問、文化伝承活動などを通じて、

一人暮らし等の高齢者を見守る支え合いの活動です。

　今年度は、90 校 ( 地 ) 区、571 クラブが、事業の一部

に補助金を活用して取り組みを進めています。今号では、

大谷第一地区老人クラブ連合会の活動をご紹介します。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
協
力
の
も
と
、

お
赤
飯
を
作
り
、友
愛
訪
問
対
象

者
宅
に
持
参
し
、み
な
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
で
、年
間
を
通
じ
て

有
意
義
な
活
動
が
で
き
て
い
ま

す
。今
後
も
さ
ら
に
地
域
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、世
代
間
交
流
や

施
設
訪
問
な
ど
、活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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44名による熱き頭脳戦44名による熱き頭脳戦
第 53 回年長者王将・名人戦

囲 碁

将 棋

囲碁（写真左）および将棋（写真右）の上位入賞者（いずれも前列）と健康部会員のみなさん（いずれも後列）

部 門 優　勝 準優勝 第 3 位

段 位 馬田　良範（八幡西）俵森　敏治（八幡西）東　　和宏（小倉南）

級 位 古野　　博（小倉北）加来　　正（小倉南）前田　清司（小倉南）

【囲碁の部】 敬称略

大 会 結 果

《最高齢者賞》
囲　碁

山下　敏則さん 90歳（戸畑）
将　棋

鍋島　隆明さん 86歳（八幡東）

【将棋の部】 敬称略

部 門 優　勝 準優勝 第 3 位

段 位 村上　勝司（八幡西）南　　　洋（小倉南）田中　明男（八幡西）

級 位 橋本　昭夫（八幡東）下川辺 行夫（小倉南）鍋島　隆明（八幡東）

　

2
月
19
日
（
水
）、ウ
ェ
ル
と
ば

た
に
て
第
53
回
年
長
者
王
将
・
名

人
戦
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、各
区
の
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
代
表
者
44
名
が
参
加
し
、白

熱
し
た
対
局
を
展
開
。対
局
中
は
、

長
考
の
末
に
放
た
れ
る
会
心
の
一

手
に
、観
戦
者
か
ら
も
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、会
場

に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、空
き

時
間
に
皆
さ
ん
囲
碁
と
将
棋
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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八
幡
西
区
　
木
屋
瀬
　
髙
野
　
義
仁

木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り

活
動

活
動

　

木
屋
瀬
は
、
江
戸
時
代
に
長
崎

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
今

も
古
い
街
並
み
が
残
り
、
昔
か
ら

続
く
伝
統
行
事
な
ど
、
春
夏
秋
冬

を
通
じ
た
行
事
や
お
祭
り
が
行
わ

れ
る
地
域
で
す
。

　

毎
年
11
月
に
は
、
長
崎
街
道
筋

で
「
木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
て
、
大
変
賑
わ
い
ま
す
。
木

屋
瀬
自
治
区
会
を
中
心
に
木
屋
瀬

地
区
の
8
団
体
が
力
を
合
わ
せ
、

県
文
化
財
の
「
宿
場
を
ど
り
」
を

は
じ
め
、
遠
賀
川
流
域
の
町
々
に

伝
わ
る
伝
承
盆
踊
り
、
全
国
大
会

に
出
場
経
験
の

あ
る
木
屋
瀬
中

学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
行
進
、

旧
家
の
お
宝
を

展
示
紹
介
す
る

「
町
並
み
資
料

館
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　

木
屋
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会(

木
老
連)

は
構
成
8
団
体
の

一
つ
で
、
今
年
で
31
回
目
を
迎
え

る
木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
1
回
目
か
ら
担
当
し
て

い
ま
す
。
本
部
受
付
や
町
内
12
ヶ

所
の
各
ポ
イ
ン
ト
で
の
ス
タ
ン
プ

押
し
な
ど
を
各
単
位
ク
ラ
ブ
が
担

当
し
、
総
勢
約
70
名
の
木
老
連
メ

ン
バ
ー
が
ま
つ
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

木
屋
瀬
地
区
は
、
住
民
が
世
代

を
超
え
て
一
致
団
結
し
て
町
を
盛

り
上
げ
て
お
り
、
木
老
連
も
そ
の

一
員
と
し
て
、
今
後
も
地
区
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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市老連職員紹介

◆令和 7 年度市老連事務局

　事務局長 古澤　 　玲

　活動推進員 西村　 直子

　活動推進員 安武　 淳子

　事務職員 楠　　 智帆

　

夏
が
来
る
と
思
い
出
が
よ

み
が
え
る
。

　

ト
コ
ロ
テ
ン
。初
め
に
笑
い

話
ひ
と
つ
。最
近
の
子
供
の
名

前
は
半
数
が
読
め
な
い
、い
わ

ゆ
る
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
。あ
る

　

昨
年
暮
れ
に
、東
京
に
住

む
孫
か
ら
電
話
が
あ
り
、海

外
旅
行
を
体
験
し
た
い
の
で

連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
言

う
。私
は
、以
前
か
ら
海
外
一

人
旅
を
何
度
も
経
験
し
て
い

る
の
で
頼
ん
で
き
た
の
だ
ろ

う
。東
京
都
立
中
高
一
貫
校

の
中
学
3
年
生
で
、英
検
2

級
も
取
得
し
て
い
る
孫
は
、

ひ
と
が
、生
ま
れ
て
く
る
男
の

子
に
心
太
と
名
付
け
よ
う
と

決
め
た
そ
う
な
。そ
れ
を
聞
い

た
老
人
が
「
ト
コ
ロ
テ
ン
か
」

と
言
っ
た
の
で
、危
う
く
難
を

逃
れ
た
と
か
。笑
え
ぬ
笑
い
話

で
あ
る
。

　

ト
コ
ロ
テ
ン
の
原
料
は

天て
ん
ぐ
さ草

。石
花
菜
と
も
い
う
。酢

み
そ
や
砂
糖
蜜
で
も
食
べ
る

が
、涼
味
を
感
じ
さ
せ
る
の
は

何
と
い
っ
て
も
芥
子
醤
油
。天

草
は
含
水
炭
素
、灰
分
、そ
れ

に
蛋
白
を
含
む
の
で
、夏
は
暑

気
払
い
に
い
い
と
さ
れ
る
。

　

庭
先
の
大
葉
に
ト
コ
ロ
テ

ン
を
盛
り
つ
け
た
。大
人
に

な
っ
て
や
っ
と
分
か
っ
た
。こ

今
年
の
修
学
旅
行
で
ア
メ
リ

カ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
予

定
の
た
め
、事
前
に
英
語
圏

で
、話
す
練
習
を
し
た
い
ら

し
い
。

　

話
し
合
い
の
結
果
、妻
と

3
人
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
く
こ
と
に
決
定
。さ
ぁ

出
発
！
成
田
空
港
で
は
、出

発
を
待
つ
間
、妻
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
達
に
話
し
か
け

て
、き
っ
か
け
作
り
を
し
た
。

さ
ぁ
話
し
て
み
な
さ
い
と
孫

に
言
う
と
、「
何
を
話
せ
ば
い

い
の
？
」と
聞
い
て
く
る
。私

は
「
な
ん
で
も
い
い
よ
。聞

き
た
い
こ
と
を
聞
け
ば
い
い

ん
だ
よ
。」と
教
え
る
と
ポ
ツ

リ
、ポ
ツ
リ
と
話
し
始
め
た
。

そ
の
調
子
だ
！
初
め
て
知
ら

な
い
外
国
人
と
話
を
し
た
の

だ
。嬉
し
か
っ
た
。

夏の風物詩夏の風物詩

――トコロテントコロテン
八幡東　大蔵３
 日高　一宇

初めての孫との初めての孫との

海外旅行海外旅行
八幡西　浅川第二
 園下　善継

血
圧
は
三
度
計
っ
て
中
を
と
る

血
圧
は
三
度
計
っ
て
中
を
と
る

��

小
倉
北　

南
小
倉　

石
本　

隆
志

小
倉
北　

南
小
倉　

石
本　

隆
志

こ
の
頃
は
世
の
中
せ
わ
し
関
税
で

こ
の
頃
は
世
の
中
せ
わ
し
関
税
で

��

小
倉
南　

曽
根　

大
内　

義
孝　

小
倉
南　

曽
根　

大
内　

義
孝　

子
等
明
日
へ
駆
け
出
す
足
に
ス
ニ
ー
カ
ー

子
等
明
日
へ
駆
け
出
す
足
に
ス
ニ
ー
カ
ー

��

小
倉
南　

若
園　
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。



令和 7 年（2025 年）7 月発行　北九州市老連だより　第 70 号〈1 版〉（12）この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

区老連へのお問合わせは、こちら！区老連へのお問合わせは、こちら！

検 索北九州市老人クラブ連合会

　このたびは「市老連だより」の発行にあたりまして、多くの企業等の
皆様に広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
　本紙は、会員が住み慣れた地域で、いつまでも幸せな生活を送れるよ
うに願って発行しております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
� 一般社団法人　北九州市老人クラブ連合会

スポンサーへのお礼 1 版（門司・小倉北・小倉南区版）

〒 757-0012
山口県山陽小野田市埴生 3392
☎ 0836-79-0130
北九州から車で 30 分♪　
農場で季節を体験しませんか？

「ブルーベリー狩り」
「スイートコーン狩り」
「季節の食材を使用したランチ」
「100 万本のひまわり畑」
夏は山陽小野田市　花の海へ！

季節体験農場 季節体験農場 花の海花の海
【賛助会員】【賛助会員】

　平成14年から9月 15日は　平成14年から9月 15日は「老人の日」「老人の日」、、
老人の日から１週間は老人の日から１週間は「老人週間」「老人週間」です。です。

　地域社会に対する感謝と高齢者の活力を示すため、全国一斉　地域社会に対する感謝と高齢者の活力を示すため、全国一斉
「社会奉仕の日」に清掃活動などに取り組みましょう。「社会奉仕の日」に清掃活動などに取り組みましょう。

原稿募集 　会員の皆様からの投稿を募集します。連絡先を明記の上、市老連へ直接送付いただくか、各区老人ク
ラブ連合会を通じて応募ください。
　なお、紙面の都合で掲載出来ない場合がありますのでご了承下さい。
　募集内容　川柳、俳句、和歌、短歌、随筆、エッセー
※掲載は、1部門につきおひとり 1作品とさせていただきます。

9 月 20 日は9月 20 日は
全国一斉「社会奉仕の日」全国一斉「社会奉仕の日」

仲間と集い仲間と集い
高齢者の元気な姿を示しましょう高齢者の元気な姿を示しましょう

門　司　区  ☎ 322-1885　門司区清滝 3-5-5　門司区役所別館 2 階

小倉北区  ☎ 967-1385　小倉北区大手町 1-1　小倉北区役所 東棟5階

小倉南区  ☎ 931-1941　小倉南区若園 5-1-2　小倉南区役所 3 階

若　松　区  ☎ 761-7072　若松区浜町 1-1-1　若松区役所 2 階

八幡東区  ☎ 671-6188　八幡東区中央 1-2-4　八幡東区役所 東別館

八幡西区  ☎ 642-1645　八幡西区黒崎 3-15-3　八幡西区役所 6 階
　
戸　畑　区  ☎ 872-7468　戸畑区千防 1-1-1　戸畑区役所 3 階

　老人クラブ活動の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただいた賛助会員の皆様です。
　賛助会員様の温かいご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。いただいた賛助会費
は、明るい長寿社会と地域福祉の向上のため大切に活用させていただきます。（順不同、敬称略）

賛助会員様のご紹介

今後とも、老人クラブ活動へのご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

市老連では、随時、賛助会員を募集しています。老人クラブの活動にご賛同
いただける方ならどなたでもご加入いただけます。「入会申込書」は、ホーム
ページからダウンロードできます。今後とも、老人クラブ活動へのご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◎個人会員（年会費） １口　10,000 円
◎団体会員（年会費） １口　10,000 円

【お問合わせ】市老連事務局　TEL（093）871−2910

株式会社 花の海

医療法人真光憲会
みやび内科・眼科クリニック

三和食肉有限会社


